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隠岐諸島の糞虫相（甲虫目：コガネムシ上科）
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A faunistic study on the dung beetles (Coleoptera: Scarabaeoidea) from 
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Abstract

From 2003 to 2004, faunistic survey of the dung beetles were performed in Oki Islands. We recorded 
1 species of the family Trogidae, 1 species of the family Ochodaeidae, and 24 species of the family 
Scarabaeidae. Among them, Trox niponensis Lewis of Trogidae and Rhyparus azumai azumai Nakane 
and Caelius denticollis Lewis of Scarabaeidae are newly recorded from Oki Islands. Trogidae is 
recorded from Oki Islands for the fi rst time. Then, the species unrecorded from San’in mainland are 
Aphodius (Pharaphodius) rugosostriatus Waterhouse, Aphodius (Trichaphodius) comatus Ad. Schmidt, 
A. (A.) mizo, S. japonicus and C. denticollis. It is very interesting that comparatively large species 
distributed in the mainland San`in, Copris spp., Phelotrupes (Chromogeotrupes) auratus (Motschulsky) 
and Phelotrupes (Eogeotrupes) laevistriatus (Motschulsky), have not been collected in this survey. 

Key words: dung beetle fauna, Scarabaeoidea, Coleoptera, Oki Islands, the Sea of Japan, convertible 
husbandry
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はじめに

隠岐諸島（以下，隠岐と表記）は，有人の 4 島（島

後，中ノ島，西ノ島，知夫里島）と約 180 の無人島か

らなる面積約 346km2 の群島で，島根半島の北方約 44

～ 80km に位置する．これらの島々は，大きく島後と

島前に分けられる（図 1）． 

隠岐は約 800 年前から家畜の記録があり（三橋，

1969），現在でも放牧を中心とした畜産業が盛んである．

このため，隠岐には，牧場に生息する糞虫（コガネムシ

上科のうち，コブスジコガネ科，マンマルコガネ科，ム

ネアカセンチコガネ科，センチコガネ科，アツバコガネ

科，アカマダラセンチコガネ科，コガネムシ科タマオシ

コガネ亜科・マグソコガネ亜科・ニセマグソコガネ亜科

を指す）にとって良好な環境が多く残っている．島前に

おいては，日本では珍しい四圃式農業の牧畑が 400 年

以上前から行われ（小林，2003），その結果，ほとんど

の原生林は失われ，放置された牧場は遷移が進み二次林

となっている．現在は馬と食肉和牛の放牧がさかんに行

われている．一方，島後でも牧畑は各地で行われていた

が，江戸末期の西廻り航路の発達に伴い，物資の流通が

盛んになり，漁業，林業などに職業分化が進んだ．昭和

の初めには大久，久見，油井以外の牧畑はスギ - ヒノキ

植林，雑木林，畑地，水田，牧場へと変化した（三橋，

1969）．また，山深い大満寺山や横尾山周辺には原生林

が残った．なお，現在は主に岬，那久岬，重栖川河口，

山田，大峯山などで牛が放牧されている．

このように隠岐では放牧を中心とした畜産が盛んであ
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る一方で，ニホンジカCervus nippon などの大型野生

獣が分布しない．そのため，哺乳類とのかかわりが深

い糞虫には，本土との間で種構成に差がみられると予想

される．また，隠岐は，北方系・南方系の生物が混在し

本土と生物相の差異がみられる島嶼であるため，当地の

糞虫相は生物地理学的にも興味深い．そのため，隠岐の

糞虫に関する報告は比較的多く，これまでに 3 科 31 種

が報告されていた（野津，1997；塚本，2002；稲垣，

2009）．しかし，フライト・インターセプト・トラップ

や土篩い法を用いた糞虫の採集例が皆無であったため，

隠岐における糞虫相の解明にはさらなる調査が必要と考

えられた．

そこで，著者らは 1995 年および 1998 ～ 2004 年に

隠岐でさまざまな方法によって糞虫の調査を行なった．

そして，得られた標本と既存の記録に基づいて目録をま

とめるとともに，隠岐の糞虫相について考察を行った．

材料と方法

調査地

調査地は隠岐の有人島（島後，中ノ島，西ノ島，知夫

里島），無人島の大森島と大波加島である．

調査方法

筆者らは隠岐において，1995 年 9 月，1998 年 4 －

7 月，1999 年 6 月・9 月，2000 年 5 － 6 月，2001

年 5 － 6 月・9 月，2002 年 3 月・9 － 10 月，2003

年 4 － 11 月，および 2004 年 3 月－ 10 月に下記の方

法で糞虫を採集したほか，研究協力者からも標本を譲り

受けた．得られた糞虫はすべて乾燥標本として保存した． 

（1）任意採集

牧場で牛や馬などの糞をピンセットなどで崩して糞虫

を採集した．

（2）灯火採集

日没後，白布（150cm × 180cm）の前で昼光色蛍

光灯 2 本と黒色灯 1 本および水銀灯１球を点灯し，集

まった糞虫を採集した． 

（3）フライト・インターセプト・トラップ

透明な A3 クリアフォルダーを開き，左右を洋ラン線

に結束バンドで固定したものを地面に立て，その下に固

定液を入れた容器を置き，透明なフォルダーに衝突した

糞虫を採集した（丸山，2003）．

（4）ピットフォール・トラップ

カルピスあるいはすしのこを入れたプラスチックコッ

プを地面に埋め，これらを約１週間後に回収することで

コップ中の糞虫を採集した（堀，2002）．

（5）土篩い法

林床に溜まった落葉やリターを白色の食器かごなどで

篩ったものを持ち帰り，それをツルグレン装置（HOGA

製）に 48 時間掛けて，糞虫を抽出し 70% エタノール

で固定した．

結　　果

本調査で採集された糞虫は 3 科 26 種に分類された．

これらのうち，チビコブスジコガネ，イガクロツヤマグ

ソコガネ，セスジカクマグソコガネ，トゲニセマグソコ

ガネの 4 種は隠岐から初めて記録された．今回の調査

では，隠岐から記録のある 8 種（センチコガネ，ダイ

コクコガネ，マルエンマコガネ，フトカドエンマコガネ，

ヌバタママグソコガネ，マキバマグソコガネ，ヒメキイ

ロマグソコガネ，ヤマトケシマグソコガネ）を再確認す

ることはできなかった．今回の調査結果と既存の記録を

合わせると，隠岐から記録のある糞虫は合計 4 科 34 種

となった．

考　　察

（１）隠岐と山陰本土における糞虫相の比較

隠岐の有人島（島後，中ノ島，西ノ島，知夫里島），

無人島の大森島と大波加島および山陰本土（島根県本土

と鳥取県）の分布記録を表 1 にまとめ，検討を行った．

今回の調査で隠岐から新たにチビコブスジコガネ，イ

ガクロツヤマグソコガネ，セスジカクマグソコガネ，ト

ゲニセマグソコガネの４種が発見された．これにより，

本調査で再確認できなかった 8 種（センチコガネ，ダ

イコクコガネ，マルエンマコガネ，フトカドエンマコガ

ネ，ヌバタママグソコガネ，マキバマグソコガネ，ヒメ

キイロマグソコガネ，ヤマトケシマグソコガネ）を含め，

隠岐産糞虫は合計 4 科 34 種となった．

糞虫では隠岐から山陰本土未記録の 6 種：スジマグ

ソコガネ，イガクロツヤマグソコガネ，ヒメケブカマグ

ソコガネ，ミゾムネマグソコガネ，クロツツマグソコガ

ネ，トゲニセマグソコガネが記録されている．これら 6

種は山陰本土からも発見される可能性が高い． 

隠岐において，山陰本土で記録されているダイコ

クコガネ属Copris やオオセンチコガネPhelotrupes 

(Chromogeotrupes) auratus などの大型種が見られな

い点は木内（2000）に指摘されている通り興味深い現

象である．ダイコクコガネ属は同じ日本海の島嶼でも壱

岐，五島，佐渡，対馬に分布し，オオセンチコガネも対

馬に分布することから，隠岐におけるこれら大型種の欠

如には大型野生獣の欠如と関係していると考えられる．

しかしながら，ダイコクコガネは大型野生獣のいない壱

岐，五島，佐渡にも分布しており，どのような理由があ

るのか興味深いところである．
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図１　隠岐諸島の調査地点図

センチコガネ，ダイコクコガネは，山陰本土に分布す

るが隠岐からは長期間にわたり再確認されておらず，隠

岐における分布に疑問がある．

山陰本土の糞虫相調査は不十分ではあるが，これまで

に 5 科 50 種が記録されている（表 1）．隠岐と山陰本

土から記録されている糞虫の種数を比較すると，隠岐に

は山陰本土の 64% の種数が知られていることになる．

隠岐と山陰本土のファウナがよく解明されているチ

ョウ類では，その割合は約 61%（隠岐 82 種 / 山陰本

土 135 種）（山陰むしの会編 , 1994; 野津 , 1996; 八幡 , 

1999; 淀江 , 1999）で，トンボ類では約 64%（隠岐 56

種 / 山陰本土 88 種）である（大浜 , 2002）．単純に比

較はできないが，糞虫の数値が，チョウ類・トンボ類の

数値に近いことは興味深い．

（２）隠岐内の島単位での糞虫相の比較

隠岐において，島後のみから記録のある種は，森林性

のミゾムネマグソコガネ，トゲニセマグソコガネ，海浜

性のヤマトケシマグソコガネ，それ以外にマルエンマコ

ガネ，イガクロツヤマグソコガネ，セスジカクマグソコ

ガネの 6 種である．いずれの種も島前からも記録され

る可能性は高いが，森林性の 2 種が島後のみから記録

されていることは興味深い．島後の森林環境が保存され

ていることが伺える．

一方，島前のみから記録のある種は，ヒメコエンマコ

ガネ，シナノエンマコガネ，フトカドエンマコガネ，ヌ

バタママグソコガネ，マキバマグソコガネの５種である．

いずれも日向の牛糞を好む草地性の種であることが島後

と対照的である． 

島前の有人島で記録された種数は知夫里島 20 種，西

ノ島 16 種，中ノ島 1 種で，中ノ島の糞虫の記録が著し

く少ない．これは，中ノ島において放牧地の調査が不足

していることによるものと思われる．また，知夫里島は

これら 3 島中最小で，西ノ島の約 1/4 の面積しかない

にも関わらず，最も種数が多い．これは知夫里島の糞虫

が比較的よく調べられているためであろう．やや大型の

シナノエンマコガネは知夫里島のみから記録されてい

る．

残りの無人島では，上陸が困難であるため十分な調査

は行われていないが，大森島と大波加島にはオオミズナ
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図２　A: チビコブスジコガネ , B: アカマダラセンチコガネ , C: マメダルマコガネ , D: ヒメコエンマコガネ , E: シナノエンマコガネ , F: カ

ドマルエンマコガネ , G: オオマグソコガネ , H: スジマグソコガネ , I: イガクロツヤマグソコガネ , J: ミゾムネマグソコガネ , K: オ

オフタホシマグソコガネ , L: キバネマグソコガネ , M: ウスイロマグソコガネ , N: クロツツマグソコガネ , O: セスジカクマグソコガ

ネ , P: トゲニセマグソコガネ
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表１　隠岐諸島と山陰本土の糞虫相．
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ギドリの繁殖地があり，その巣からチビコブスジコガネ

が採集された．

（３）日本海島嶼における糞虫相の比較

隠岐および日本海島嶼７島（対馬，壱岐，五島，冠島，

佐渡，粟島，飛島）の分布記録を表２にまとめ，検討を

行った．

これらの日本海島嶼のうち隠岐からのみ記録のある種

は，ミゾムネマグソコガネ，キバネマグソコガネ，セス

ジカクマグソコガネの 3 種である．

一方，隠岐から記録のないムネアカセンチコガネ

Bolbocerosoma (Bolboceradema) nigroplagiatum は

多くの日本海島嶼に分布している（表 2）．秋に芝地や

牧草地で調査すれば（川井，2000），隠岐でも見つかる

かも知れない．
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和文要旨

隠岐において糞虫相調査を行い，3 科 26 種を記録し

た．これらのうち，チビコブスジコガネ，イガクロツヤ

マグソコガネ，セスジカクマグソコガネ，トゲニセマグ

ソコガネの 4 種は隠岐初記録であった．この結果，隠

岐から記録のある糞虫は合計４科 34 種となった．隠岐

の糞虫相を山陰本土の糞虫相と比較したところ，隠岐に

産する糞虫の種数は山陰本土の 62% であった．隠岐で

は山陰本土に産する大型種が欠落していた．大型糞虫類

が分布しない隠岐諸島では，カドマルエンマコガネが牛

糞の処理に大きく貢献しているようである．
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Appendix　隠岐産糞虫目録

（１）本目録は著者らが 1995 年と 1998 年～ 2004

年に採集および収集した未発表資料と主な文献記録から

なる． 

（２）分類体系および学名と和名は藤岡（2001；

2002）に従った．なお隠岐初記録の種には学名の前に

* を付した．

（３）種の同定は全て著者の 1 人，島田が行った．

（４）採集個体数（雌雄の判別のついたものは♂♀記

号を使用），採集地名（町村名と山河名称や島名，とき

に標高（alt.）も含む），採集年月日（日，月，年の順）

を示した．

（５）採集方法は灯火採集（LT），フライト・インタ

ーセプト・トラップ（FT），ピットフォール・トラップ

（PT），ツルグレン装置（TL）の略号で末尾に示した．

あるいは採集された生息環境を，牛糞cattle dung（CD），

馬糞horse dung（HD），人糞human excrement（HE），

腐卵 rotten egg（RE）の略号で示した．

（６）文献記録は，産地別に，発表年の順に記載した．

なお，島根県（1960，1975）と高橋（1997a）では隠

岐の糞虫が扱われているが，オリジナルデータが含まれ

ていないため，文献記録に含めなかった．

（８）必要がある場合は，記録の後に各種の特徴や採

集状況などの情報を付記した．

Trogidae コブスジコガネ科

1.* Trox niponensis Lewis チビコブスジコガネ（図

2A）

［採集記録］ [ 大森島 ] 11exs., 2.viii.2003 (TL); [ 大波加

島 ] 1ex., 21.vii.2003 (TL).

コブスジコガネ科は隠岐から初記録である．オオミズ

ナギドリCalonectris leucomelas の巣穴中の土から採

集された．

Geotrupidae センチコガネ科

1. Phelotrupes (Eogeotrupes) laevistriatus 

(Motschulsky) センチコガネ

［文献記録］隠岐（岡部，1950；門脇，1983）

門脇（1983）は岡部（1950）の引用であるため，隠

岐における本種の記録は岡部（1950）のみということ

になる．本種は本土では糞，動物の死体，腐った野菜や

キノコなどに普通に見られるが，隠岐で調査期間中に本

種を確認することはできなかった． 

Ochodaeidae アカマダラセンチコガネ科

1. Ochodaeus maculatus maculatus (Waterhouse) 

アカマダラセンチコガネ（図 2B）

［文献記録］隠岐（門脇，1983），島後大満寺山（門脇，

2001）

［採集記録］ [ 島後 ] 2exs., 布施村大満寺山 (500m alt.), 

20.viii-2.ix.2003 (FT); [ 知夫里島 ] 1ex. 知夫村赤ハゲ

山山頂 , 26.vi.2003.

島前からは初記録となる．採集個体は，赤ハゲ山展望

台の休憩室内で地上 10cm 付近を飛翔していたもので

ある．

Scarabaeidae コガネムシ科

Scarabaeinae タマオシコガネ亜科

Canthonini マメダルマコガネ族

1. Panelus parvulus (Waterhouse) マメダルマコガネ

（図 2C）

［文献記録］島後西郷町大満寺山（福井，1988）

［採集記録］ [ 島後 ] 1ex., 西郷町仏谷林道 , 15.x.2002 

(TL); 3exs., 西郷町皆市 , 13.x.2002 (TL); 2exs., 西

郷町大久 , 7.x.2004 (TL); 14exs., 布施村大満寺山

(450m alt.), 2-16.vi.2003 (PT); 4exs., 布施村大満寺山

(450m alt.), 18.ix.2003 (TL); 4exs., 都万村壇鏡の滝 , 

30.x.2002 (TL); 2exs., 横尾山 , 15.ix.2002 (TL); [ 西ノ

島 ] 2exs., 西ノ島町焼火山 (385m alt.), 4.xi.2004 (TL).

Coprini ダイコクコガネ族

1. Copris (Copris) ochus (Motschulsky, 1860) ダイコ

クコガネ
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［文献記録］隠岐（岡部，1931）

岡部（1931）はダイコクコガネの和名のみで記録．

本種は本土では三瓶山の牛糞に見られるが，隠岐で調査

期間中に本種を確認することはできなかった．

Onthophagini エンマコガネ族

1. Caccobius brevis Waterhouse ヒメコエンマコガネ

（図 2D）

［文献記録］隠岐（塚本，1990），西ノ島（木内，

2000；塚本，2002），知夫里島（川井・河原，2001）

［採集記録］ [ 西ノ島 ] 1ex., 西ノ島町国賀 , 29.ix.1995; 

[ 知夫里島 ] 1ex., 知夫村赤ハゲ山 , 26.vi.2003 (CD); 

15exs., 知夫村高平山 , 27.vi.2003 (CD); 4exs., 知夫村

高平山 , 27.vi.2003 (HD).

川井・河原（2001）が指摘しているように，同属の

日本固有種でかつ普通種であるマエカドコエンマコガ

ネCaccobius jessoensis が隠岐から記録されておらず，

本属では本種のみが隠岐から知られる．島後では未確認．

2. Onthophagus (Onthophagus) bivertex Heyden シ

ナノエンマコガネ（図 2E）

［文献記録］知夫里島（川井・河原，2001）

［採集記録］ [ 知夫里島 ] 1 ♀ , 知夫村赤ハゲ山 , 

26.vi.2003 (CD); 1 ♀ , 知夫村高平山 , 26.vi.2003 (CD); 

1 ♂ , 知夫村高平山 , 27.vi.2003 (CD).

本種は，本州各地の牧場で減少しており（塚本，

2003a），山陰本土では伯耆大山の記録のみが知られて

いる（高橋，1996）．隠岐では，知夫里島のみから記録

されている．本種は改訂しまね RDB で情報不足とされ

ている（鈴木，2004a）． 

3. Onthophagus (Strandius) lenzii Harold カドマルエ

ンマコガネ（図 2 Ｆ）

［文献記録］隠岐（門脇，1983），島後西郷町今津（藤村，

1956），島後西郷（門脇，2001），島後都万路（林ほか，

2006），西ノ島（塚本，1958，2002；木内，2000；門脇，

2001；稲垣，2009），西ノ島別府（門脇，2001），知

夫里島（木内，2000；川井・河原，2001）

［採集記録］ [ 島後 ] 1ex., 西郷町西町 , 20.vii.1998 

(LT); 3exs., 西郷町岬 , 7.vi.1998 (CD); 1ex., 西郷町

岬 , 4.vi.2000 (CD); 10exs., 西郷町岬 , 17.vi.2001 

(CD); 1ex., 西郷町岬 , 20.v.2003 (CD); 4exs., 西郷町

岬 , 17.vi.2004 (LT); 12exs., 西郷町大峯山 , 21.vi.2000 

(CD); 14exs., 西郷町大峯山 , 17.vi.2001 (CD); 3exs., 

布施村南谷入口の牧場 , 16.ix.1995; 1ex., 五箇村山

田 ( 上 ), 10.v.2000 (CD); 6exs., 五箇村山田 ( 上 ), 

21.vi.2000 (CD); 16exs., 五箇村山田 ( 上 ), 17.vi.2001 

(CD); 3exs., 五箇村山田 ( 下 ), 3.v.2003 (CD); 2exs., 

五箇村山田 ( 下 ), 20.v.2003 (CD); 13exs., 五箇村山

田 ( 下 ), 22.v.2003 (CD); 13exs., 五箇村山田 ( 下 ), 

24.x.2003 (CD); 10exs., 五箇村山田 ( 下 ), 24.iv.2004 

(CD); 7exs., 五箇村山田 ( 下 ), 20.v.2004 (CD); 6exs., 

五箇村重栖川河口 , 20.vi.2000 (CD); 6exs., 五箇村重

栖川河口 , 17.vi.2001 (CD); 8exs., 五箇村重栖川河

口 , 21.vii.2003 (LT); [ 西ノ島 ] 10exs., 西ノ島町国賀 , 

29.ix.1995; 9exs., 西ノ島町国賀 , 30.ix.2001; 9exs., 西

ノ島町国賀海岸 ( 海辺 ), 30.ix.2001; 2exs., 西ノ島町国

賀トンネル付近 , 16.vi.2001; 8exs., 西ノ島町国賀トン

ネル付近 , 30.ix.2001; 7exs., 西ノ島町美田 ( 海岸牧場 ), 

2.ix.1999; 3exs., 西ノ島町美田 ( 海岸牧場 ), 30.v.2000; 

6exs., 西ノ島町焼火山 , 6.ix.2003 (CD); [ 知夫里島 ] 

16exs., 知夫村赤ハゲ山 , 29.ix.1995; 5exs., 知夫村赤ハ

ゲ山 , 16.vi.2001; 2exs., 知夫村赤ハゲ山 , 29.ix.2001; 

4exs., 知夫村赤ハゲ山 , 26.vi.2003 (CD); 4exs., 知夫

村仁夫 , 30.ix.2001; 9exs., 知夫村高平山 , 26.vi.2003 

(CD); 6exs., 知夫村高平山 , 27.vi.2003 (HD); 2exs., 知

夫村薄毛 , 15.vii.2003.

牧場で最も普通に見られる種である．

4. Onthophagus (Parascatonomus) nitidus 

Waterhouse ツヤエンマコガネ

［文献記録］隠岐（門脇，1983），島後大満寺山（門脇，

2001），島後国分寺（林ほか，2006），知夫里島（川井・

河原，2001）

［採集記録］ [ 島後 ] 1ex., 布施村大満寺山 , 20.viii －

2.ix.2003 (FT); [ 中ノ島 ] 10exs., 海士町家督山 , 18-29.

vi.2004 (PT); 45exs., 海士町中里 , 18-29.vi.2004 (PT); 

600exs., 海士町知々井 , 18-29.vi.2004 (PT); 200exs., 

海士町保々見 , 18-29.vi.2004 (PT); [ 知夫里島 ] 1ex., 

知夫村赤ハゲ山 , 15.vii.2003; [ 大波加島 ] 3exs., 

21.vii.2003 (RE)

大波加島では，オオミズナギドリの割れて腐った卵か

ら採集された．腐肉食性が強い種である．

5. Onthophagus (Gibbonthophagus) atripennis 

Waterhouse コブマルエンマコガネ

［文献記録］隠岐（門脇，1983），島後大満寺山（木本・

倉地，1980），島後仏谷（門脇，2001），島後油井ノ池・

国分寺（林ほか，2006）

［採集記録］ [ 島後 ] 1 ♂ , 西郷町玉若酢命神

社 , 2.vii.2003; 6 ♂ 2 ♀ , 布施村南谷入口の牧場 , 

16.ix.1995; 1 ♂ 1 ♀ , 布施村大満寺山 (500m alt.), 

20.viii － 2. ix.2003 (FT); 1 ♀ , 五箇村山田 ( 下 ), 

20.v.2004 (CD); 1 ♂ , 五箇村山田 ( 下 ), 24.x.2003 

(CD); 1 ♀ , 五箇村重栖川河口 , 24.x.2003 (CD); 20 ♂

29 ♀ , 都万村油井ノ池 , 30.vi.2004 (CR); [ 西ノ島 ] 5
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♂ 4 ♀ , 西ノ島町焼火山 , 6.ix.2003 (CD); [ 大波加島 ] 1

♂ , 21.vii.2003 (RE).

油井ノ池ではウシガエルRana catesbeiana の腐敗し

た死体に多く見られた．また，大波加島では，オオミズ

ナギドリの割れて腐った卵から採集された．島前からは

初記録となる．

6. Onthophagus (Gibbonthophagus) viduus Harold 

マルエンマコガネ

［文献記録］島後（神谷・山本，1934）

本種も再確認することができなかった．

7. Onthophagus (Phanaeomorphus) ater Waterhouse 

クロマルエンマコガネ

［文献記録］隠岐（門脇，1983），島後（神谷・山本，

1934），島後大満寺山（木本・倉地，1980；稲垣，

2009），島後国分寺（林ほか，2006），島前（神谷・山

本，1934），西ノ島黒木村（木村，1939），知夫里島（木

内，2000）

［採集記録］ [ 島後 ] 3 ♂ 3 ♀ , 西郷町大峯山 , 5.vi.1999 

(CD); 1 ♀ , 西郷町大峯山 , 10.v.2000 (CD); 7exs., 西

郷町大峯山 , 17.vi.2001 (CD); 1 ♀ , 西郷町大峯山 , 

4.v.2003 (CD); 1 ♂ , 西郷町大満寺山 (450m alt.), 

6.v.2004; 1ex., 西郷町大満寺山 (430m alt.), 6-12.

v.2004 (PT); 2exs., 西郷町大満寺山 (430m alt.), 

12-18.v.2004 (PT); 18exs., 西郷町大満寺山 (430m 

alt.), 18-25.v.2004 (FT); 4 ♂ 15 ♀ , 布施村大満寺山 , 

6.v.2003 (HE); 1 ♀ , 布施村大満寺山 (500m alt.), 23.iv

－ 6.v.2003 (FT); 1 ♂ 3 ♀ , 布施村大満寺山 (500m 

alt.), 20.v － 2.vi.2003 (FT); 8 ♂ 9 ♀ , 布施村大満寺山 

(500m alt.), 22.viii?2.ix.2003 (FT); 5exs., 五箇村山田 

( 下 ), 24.x.2003 (CD); [ 西ノ島 ] 1 ♀ , 西ノ島町国賀 , 

29.ix.1995.

林内で多く得られた． 

8. Onthophagus (Phanaeomorphus) fodiens 

Waterhouse フトカドエンマコガネ

［文献記録］隠岐（岡部，1950），島前（神谷・山本，

1934），西ノ島黒木村（木村，1939）

再確認できなかった．本土でも分布が局地的で個体数

は少ないようである（堀口，1999；今坂ほか，1999）．

Aphodiinae マグソコガネ亜科

Aphodiini マグソコガネ族

1. Aphodius (Colobopterus) quadratus Reiche オオ

マグソコガネ（図 2 Ｇ）

［文献記録］島後岬（稲垣，2009），西ノ島（木内，

2000；塚本，2002；稲垣，2009），知夫里島（木内，

2000）

［採集記録］ [ 島後 ] 9exs., 西郷町大峯山 , 5.vi.1999 

(CD); 14exs., 西郷町大峯山 , 21.vi.2000 (CD); 1ex., 

西郷町大峯山 , 17.vi.2001 (CD); 4exs., 西郷町大峯

山 , 4.v.2003 (CD); 1ex., 西郷町岬 , 19.iv.1998 (CD); 

3exs., 西郷町岬 , 17.vi.2001 (CD); 5exs., 西郷町岬 , 

24.iv.2004 (CD); 4exs., 五箇村山田 ( 上 ), 10.v.2000 

(CD); 1ex., 五箇村山田 ( 上 ), 21.vi.2000 (CD); 8exs., 

五箇村山田 ( 上 ), 4.v.2001 (CD); 3exs., 五箇村山田 (

上 ), 17.vi.2001 (CD); 7exs., 五箇村山田 ( 下 ), 3.v.2003 

(CD); 7exs., 五箇村山田 ( 下 ), 20.v.2004 (CD); 71exs., 

五箇村山田 ( 下 ), 22.v.2003 (CD); [ 西ノ島 ] 4exs., 西

ノ島町国賀 , 5.v.1998; 3exs., 西ノ島町国賀 , 5.v.2001; 

3exs., 西ノ島町国賀トンネル付近 , 16.vi.2001; 9exs., 

西ノ島町美田 ( 海岸牧場 ), 30.v.2000; [ 知夫里島 ] 

6exs., 知夫村赤ハゲ山 , 16.vi.2001; 1ex., 知夫村高平

山 , 26.vi.2003 (CD); 2exs., 知夫村高平山 , 27.vi.2003 

(CD); 1ex., 知夫村高平山 , 27.vi.2003 (HD).

5 月下旬に非常に多く見られた．島後からは初記録と

なる．

2. Aphodius (Pharaphodius) rugosostriatus 

Waterhouse スジマグソコガネ（図 2H）

［文献記録］西ノ島（木内，2000；塚本，2002），知夫

里島（木内，2000；川井・河原 , 2001）

［採集記録］ [ 島後 ] 5exs., 西郷町岬 , 24.iv.2004 (CD); 

30exs., 西郷町岬 , 17.vi.2004 (LT); 15exs., 五箇村

山田 ( 上 ), 21.vi.2000 (CD); 1ex., 五箇村山田 ( 下 ), 

20.v.2004 (CD); 41exs., 五箇村重栖川河口, 10.vii.2004 

(LT); 37exs., 重栖川河口 , 20.vii.2004 (CD); 18exs., 五

箇村重栖川河口 , 21.vii.2003 (LT); [ 西ノ島 ] 1ex., 西ノ

島町国賀トンネル付近 , 16.vi.2001; [ 知夫里島 ] 49exs., 

知夫村高平山 , 27.vi.2003 (CD); 23exs., 知夫村高平山 , 

27.vi.2003 (HD).

木内（2000）の記述同様，夏期には個体数が非常に

多かった．島後からは初記録となる．

3. Aphodius (Aganocrossus) urostigma Harold フチ

ケマグソコガネ

［文献記録］隠岐 : 門脇（1983），島後大満寺山（門脇，

2001），島後有木（門脇，2001），島後仏谷（門脇，

2001），西ノ島（塚本，1958，2002；木内，2000；稲垣，

2009），知夫里島（木内，2000），知夫里島（川井・河

原，2001）

［採集記録］ [ 島後 ] 18exs., 西郷町大峯山 , 21.vi.2000 

(CD); 6exs., 西郷町岬 , 4.vi.2000 (CD); 3exs., 西郷

町岬 , 17.vi.2001 (CD); 2exs., 西郷町岬 , 30.ix.2003 

(CD); 14exs., 西郷町岬 , 17.vi.2004 (LT); 1ex., 布施村
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南谷入口の牧場 , 16.ix.1995; 1ex., 五箇村山田 ( 上 ), 

10.v.2000 (CD); 40exs., 五箇村山田 ( 上 ), 21.vi.2000 

(CD); 7exs., 五箇村山田 ( 上 ), 17.vi.2001 (CD); 21exs., 

五箇村山田 ( 下 ), 20.v.2003 (CD); 2exs., 五箇村山

田 ( 下 ), 22.v.2003 (CD); 21exs., 五箇村山田 ( 下 ), 

24.x.2003 (CD); 5exs., 五箇村重栖川河口 , 20.vi.2000 

(CD); 1ex., 五箇村重栖川河口 , 17.vi.2001 (CD); 6exs., 

五箇村重栖川河口 , 24.x.2003 (CD); 1ex., 五箇村重栖

川河口 , 21.vii.2003 (LT); [ 西ノ島 ] 5exs., 西ノ島町

鬼舞スカイライン , 11.vi.1999; 4exs., 西ノ島町国賀 , 

29.ix.1995; 7exs., 西ノ島町国賀 , 30.ix.2001; 1ex., 西

ノ島町国賀海岸 ( 海辺 ), 30.ix.2001; 4exs., 西ノ島町国

賀トンネル付近 , 16.vi.2001; 26exs., 西ノ島町国賀ト

ンネル付近 , 30.ix.2001; 9exs., 西ノ島町美田 ( 海岸牧

場 ), 30.v.2000; [ 知夫里島 ] 19exs., 知夫村赤ハゲ山 , 

29.ix.1995; 6exs., 知夫村赤ハゲ山 , 16.vi.2001; 1ex., 

知夫村赤ハゲ山 , 26.vi.2003 (CD); 1ex., 知夫村高平山 , 

27.vi.2003 (CD).

広域に分布する普通種である．成虫は春から秋まで見

られる（川井・河原，2001）．

4.* Aphodius (Acrossus) igai Nakane イガクロツヤ

マグソコガネ（図 2I）

［採集記録］ [島後] 1ex., 五箇村重栖川河口, 21.vii.2003 

(LT).

5. Aphodius (Trichaphodius) comatus Ad. Schmidt 

ヒメケブカマグソコガネ（ウスグロマグソコガネ）

［文献記録］西ノ島（木内，2000；塚本，2002；稲

垣，2009），知夫里島（木内，2000）；島後岬（稲垣，

2009）

［採集記録］ [ 島後 ] 1ex., 西郷町岬 , 16.vi.2001 (CD); 

1ex., 西郷町岬 , 17.vi.2001 (CD); [ 西ノ島 ] 5exs., 西ノ

島町鬼舞スカイライン , 11.vi.1999; 8exs., 西ノ島町美

田 ( 海岸牧場 ), 30.v.2000; [ 知夫里島 ] 1ex., 知夫村高

平山 , 27.vi.2003 (CD).

平地の牛糞に見られるが，分布が局地的で個体数は少

ない（木内，2000）．島後からは初記録．

6. Aphodius (Aparammoecius) mizo Nakane ミゾム

ネマグソコガネ（図 2J）

［文献記録］島後布施村南谷 (FT)（稲垣，2009）

［採集記録］ [ 島後 ] 1ex., 西郷町大満寺山 (400m alt.), 

23.iv － 6.v.2004 (FT); 1ex., 布施村大満寺山 (500m 

alt.), 20.v. ? 2.vi.2003 (FT).

森林性の小型のマグソコガネで，おそらくオキノウサ

ギ Lepus brachyurus okiensis の糞や野鳥のペリット

を食べているものと思われる．本州，四国，九州，およ

び瀬戸内海の小豆島（塚本，1991），厳島（水田・東常，

1991）に分布する．本報は本種の日本海側における東

限記録となる．島前では未確認．

7. Aphodius (Esymus) pusillus (Herbst) コマグソコ

ガネ

［文献記録］隠岐（門脇，1983），西ノ島（塚本，

2002；稲垣，2009），島後岬（稲垣，2009）

［採集記録］ [ 島後 ] 4exs., 西郷町大峯山 , 10.v.2000 

(CD); 6exs., 西郷町大峯山 , 21.vi.2000 (CD); 2exs., 西

郷町大峯山 , 17.vi.2001 (CD); 19exs., 西郷町大峯山 , 

4.v.2003 (CD); 1ex., 西郷町岬 , 19.iv.1998 (CD); 1ex., 

西郷町岬 , 16.vi.2001 (CD); 1ex., 西郷町岬 , 20.v.2003 

(CD); 3exs., 西郷町岬 , 24.iv.2004 (CD); 3exs., 五箇

村山田 ( 上 ), 4.v.2001 (CD); 10exs., 五箇村山田 ( 下 ), 

2.v.2003 (CD); 2exs., 五箇村山田 ( 下 ), 3.v.2003 (CD); 

[ 西ノ島 ] 1ex., 西ノ島町鬼舞スカイライン , 11.vi.1999; 

3exs., 西ノ島町国賀 , 5.v.1998; 4exs., 西ノ島町国賀 , 

5.v.2001; 1ex., 西ノ島町美田 ( 海岸牧場 ), 30.v.2000; [

知夫里島 ] 1ex., 知夫村薄毛 , 5.vii.2003.

春期に多数見られた．島後からは初記録となる．

8. Aphodius (Phaeaphodius) rectus (Motschulsky) 

マグソコガネ

［文献記録］隠岐（門脇，1983），島後（神谷・山本，

1934），知夫里島（川井・河原，2001），西ノ島（稲垣，

2009）

［採集記録］ [ 島後 ] 2exs., 西郷町かぶら杉付近 , 

7.iv.2003 (HE); 2exs., 西郷町岬 , 19.iv.1998 (CD); 

2exs., 五箇村久見 , 1.iii.2004; 2exs., 五箇村山田 ( 上 ), 

10.v.2000 (CD); 1ex., 五箇村山田 ( 上 ), 3.v.2003 (CD); 

22exs., 五箇村山田 ( 下 ), 15.iii.2002 (CD); 3exs., 五箇

村山田 ( 下 ), 3.v.2003 (CD); [ 西ノ島 ] 14exs., 西ノ島町

国賀 , 5.v.2001.

秋期から冬期が成虫の活動期間のためか（川井・河原，

2001），春先にわずかな個体しか得られていない．

9. Aphodius (Aphodius) elegans elegans Allibert オ

オフタホシマグソコガネ（図 2K）

［文献記録］隠岐（門脇，1983），島後西郷（門脇，

2001），島後岬（稲垣，2009），知夫里島（川井・河原，

2001），西ノ島（稲垣，2009）

［採集記録］ [ 島後 ] 2exs., 西郷町大峯山 , 5.vi.1999 

(CD); 3exs., 西郷町大峯山 , 21.vi.2000 (CD); 1ex., 

西郷町大峯山 , 17.vi.2001 (CD); 1ex., 西郷町大

峯山 , 8.xi.2003 (CD); 1ex., 西郷町岬 , 20.v.2003 

(CD); 19exs., 西郷町岬 , 30.ix.2003 (CD); 1ex., 五

箇村山田 ( 上 ), 17.vi.2001 (CD); 8exs., 五箇村山
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田 ( 下 ), 22.v.2003 (CD); 32exs., 五箇村山田 ( 下 ), 

24.x.2003 (CD); 32exs., 五箇村山田 ( 下 ), 20.v.2004 

(CD); 3exs., 五箇村重栖川河口 , 24.x.2003 (CD); [ 西

ノ島 ] 10exs., 西ノ島町国賀 , 5.v.2001; 6exs., 西ノ

島町国賀 , 30.ix.2001; 4exs., 西ノ島町国賀海岸 ( 海

辺 ), 30.ix.2001; 3exs., 西ノ島町国賀トンネル付近 , 

30.ix.2001; 1ex., 西ノ島町美田 ( 海岸牧場 ), 30.v.2000; 

[ 知夫里島 ] 6exs., 知夫村赤ハゲ山 , 29.ix.1995; 7exs., 

知夫村赤ハゲ山 , 29.ix.2001; 2exs., 知夫村仁夫 , 

30.ix.2001.

晩秋に多い種であるが（川井・河原，2001），春にも

多く見られた．

10. Aphodius (Bodilus) sordidus (Fabricius) ヨツボ

シマグソコガネ

［文献記録］知夫里島（川井・河原，2001），西ノ島（塚

本，2002；稲垣，2009）

［採集記録］ [ 島後 ] 1ex., 西郷町大峯山 , 21.vi.2000 

(CD); 5exs., 五箇村山田 ( 下 ), 24.x.2003 (CD); [ 西ノ

島 ] 8exs., 西ノ島町国賀 , 29.ix.1995; 4exs., 西ノ島町国

賀 , 5.v.2001; 4exs., 西ノ島町国賀 , 30.ix.2001; 4exs., 

西ノ島町国賀海岸 ( 海辺 ), 30.ix.2001; 9exs., 西ノ島

町国賀トンネル付近 , 30.ix.2001; [ 知夫里島 ] 7exs., 

知夫村赤ハゲ山 , 29.ix.1995; 3exs., 知夫村赤ハゲ山 , 

29.ix.2001.

11. Aphodius (Acanthobodilus) languidulus Ad. 

Schmidt キバネマグソコガネ（図 2L）

［文献記録］西ノ島（塚本，1958，2002；木内，

2000；稲垣，2009），知夫里島（川井・河原，2001）

［採集記録］ [ 島後 ] 3exs., 西郷町岬 , 16.vi.2001 (CD); 

1ex., 西郷町岬 , 17.vi.2001 (CD); [ 知夫里島 ] 1ex., 知

夫村赤ハゲ山 , 26.vi.2003 (CD); 43exs., 知夫村高平

山 , 27.vi.2003 (CD); 27exs., 知夫村高平山 , 27.vi.2003 

(HD).

平地の牧場が減少しているためか，本種も全国的に少

なくなっている（塚本，2002；2003a）．知夫里島で局

地的ではあるが６月下旬に多くの個体を得ることができ

た．島後からは初記録．

12. Aphodius (Agrilinus) breviusculus 

(Motschulsky, 1866) ヌバタママグソコガネ

［文献記録］西ノ島（稲垣，2009）

　

13. Aphodius (Agrilinus) uniformis Waterhouse エ

ゾマグソコガネ

［文献記録］隠岐（門脇，1983），島後大満寺・仏谷・

都万目（門脇，2001），島後岬（稲垣，2009），西ノ島

（塚本，1958，2002；木内，2000；稲垣，2009），知

夫里島（木内，2000；川井・河原，2001）

［採集記録］ [ 島後 ] 2exs., 西郷町大峯山 , 10.v.2000 

(CD); 11exs., 西郷町大峯山 , 17.vi.2001 (CD); 33exs., 

西郷町大峯山 , 4.v.2003 (CD); 1ex., 西郷町大峯山

, 8.xi.2003 (CD); 1ex., 西郷町岬 , 19.iv.1998 (CD); 

15exs., 西郷町岬 , 4.vi.2000 (CD); 13exs., 西郷町岬 , 

16.vi.2001 (CD); 50exs., 西郷町岬 , 17.vi.2001 (CD); 

2exs., 西郷町岬 , 24.iv.2004 (CD); 7exs., 布施村南

谷入口の牧場 , 16.ix.1995; 5exs., 五箇村山田 ( 上 ), 

10.v.2000 (CD); 12exs., 五箇村山田 ( 上 ), 21.vi.2000 

(CD); 3exs., 五箇村山田 ( 上 ), 4.v.2001 (CD); 19exs., 

五箇村山田 ( 上 ), 17.vi.2001 (CD); 1ex., 五箇村山田 (

上 ), 3.v.2003 (CD); 6exs., 五箇村山田 ( 下 ), 15.iii.2002 

(CD); 10exs., 五箇村山田 ( 下 ), 24.iv.2004 (CD); 1ex., 

五箇村山田 ( 下 ), 3.v.2003 (CD); 3exs., 五箇村山田 ( 下

), 20.v.2003 (CD); 9exs., 五箇村山田 ( 下 ), 22.v.2003 

(CD); 2exs., 五箇村山田 (下 ), 24.x.2003 (CD); 122exs., 

五箇村山田 ( 下 ), 20.v.2004 (CD); 26exs., 五箇村山

田 ( 下 ), 17.vi.2004 (CD); 40exs., 五箇村重栖川河口 , 

20.vi.2000 (CD); 50exs., 五箇村重栖川河口, 17.vi.2001 

(CD); 56exs., 五箇村重栖川河口 , 10.vii.2004 (LT); 

24exs., 五箇村重栖川河口，20.vii.2004 (CD); 22exs., 

五箇村重栖川河口 , 21.vii.2003 (LT); 7exs., 五箇村重

栖川河口 , 24.x.2003 (CD); [ 西ノ島 ] 7exs., 西ノ島町

鬼舞スカイライン , 11.vi.1999; 2exs., 西ノ島町国賀 , 

29.ix.1995; 38exs., 西ノ島町国賀 , 5.v.2001; 5exs., 西

ノ島町国賀トンネル付近 , 16.vi.2001; 11exs., 西ノ島町

国賀トンネル付近 , 30.ix.2001; 13exs., 西ノ島町焼火

山 , 6.ix.2003 (CD); [ 知夫里島 ] 4exs., 知夫村赤ハゲ山 , 

29.ix.1995; 11exs., 知夫村赤ハゲ山 , 16.vi.2001; 3exs., 

知夫村赤ハゲ山 , 26.vi.2003 (CD); 4exs., 知夫村高平山

, 27.vi.2003 (HD).

日本では北海道から南西諸島まで見られる広域分布種

で，隠岐では春から秋にかけて普通に見られる．

14. Aphodius (Planolinus) pratensis Nomura et 

Nakane マキバマグソコガネ

［文献記録］知夫里島（川井・河原，2001）

今回，晩秋から冬季にかけての調査が不足していたた

めか，再確認できなかった．

15. Aphodius (Subrinus) sturmi Harold ヒメキイロ

マグソコガネ

［文献記録］Ins. Oki Prov.（Nomura，1942），隠岐（門

脇，1983），島後仏谷（門脇，2001）西ノ島（塚本，

2002）

昔は日本各地の平地の牛糞によく見られた種である
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が，近年，絶滅が危惧されている（塚本，2003）．本種

は，Nomura（1942）によって記載されたAphodius 

(Nialus) inouei の副模式標本の１つ，「隠岐島産 , 1

♂ , 5.vii.1934, 山本茂信採集（※原記載では独文）」と

して隠岐から初めて記録された．その後は，数頭 , 西

ノ 島 , 7.viii.1955（ 塚 本 , 2002），2exs., 島 後 仏 谷 , 

20.viii.1967（門脇 , 2001）の記録のみが知られている．

今回，再確認することができなかった．

16. Aphodius (Calamosternus) uniplagiatus 

Waterhouse オビマグソコガネ

［文献記録］隠岐（門脇，1983），島後仏谷（門脇，

2001），西ノ島（塚本，1958，2002；木内，2000；稲垣，

2009），知夫里島（木内，2000；川井・河原，2001）

［採集記録］ [ 島後 ] 1ex., 西郷町大峯山 , 17.vi.2001 

(CD); 7exs., 五箇村山田 ( 上 ), 21.vi.2000 (CD); 26exs., 

五箇村山田 ( 下 ), 17.vi.2004 (CD); 8exs., 五箇村重栖

川河口 , 10.vii.2004 (LT); 3exs., 五箇村重栖川河口 , 

21.vii.2003 (LT); [ 西ノ島 ] 8exs., 西ノ島町鬼舞スカ

イライン , 11.vi.1999; 1ex., 西ノ島町国賀トンネル付

近 , 16.vi.2001; [ 知夫里島 ] 7exs., 知夫村赤ハゲ山 , 

16.vi.2001; 10exs., 知夫村高平山 , 27.vi.2003 (CD); 

10exs., 知夫村高平山 , 27.vi.2003 (HD).

知夫里島では採集した数よりも多くの個体が見られ

た．

17. Aphodius (Labarrus) sublimbatus Motschulsky 

ウスイロマグソコガネ（図 2M）

［文献記録］島後岬（稲垣，2009），西ノ島（木内，

2000；塚本，2002；稲垣，2009）， 知夫里島（木内，

2000；川井・河原，2001）

［採集記録］ [ 島後 ] 2exs., 五箇村山田 ( 上 ), 10.v.2000 

(CD); 1ex., 五箇村山田 ( 上 ), 21.vi.2000 (CD); 4exs., 五

箇村山田 ( 下 ), 3.v.2003 (CD); 1ex., 五箇村山田 ( 下 ), 

20.v.2003 (CD); 1ex., 五箇村重栖川河口 , 20.vi.2000 

(CD); 1ex., 五箇村重栖川河口 , 10.vii.2004 (LT); [ 西

ノ島 ] 1ex., 西ノ島町鬼舞スカイライン , 11.vi.1999; 

1ex., 西ノ島町国賀 , 29.ix.1995; 1ex., 西ノ島町国賀 , 

5.v.2001; 1ex., 西ノ島町国賀トンネル付近 , 30.ix.2001; 

1ex., 西ノ島町焼火山 , 6.ix.2003 (CD); [ 知夫里島 ] 

2ex., 知夫村高平山 , 27.vi.2003 (HD).

　本種も採集個体数は少ないが，多くの個体が見られ

た．島後からは初記録となる．

Eupariini クロツツマグソコガネ族

1. Saprosites japonicus Waterhouse クロツツマグ

ソコガネ（図 2N）

［文献記録］島後五箇村大嶺山（稲垣，2009）

［採集記録］ [ 島後 ] 1ex., 西郷町龍ヶ滝 , 1.iv.2003 

(TL); [ 知夫里島 ] 1ex., 知夫村赤ハゲ山 , 15.viii.2003 

(TL).

本種は，普通，倒木の樹皮下に生息するが（堀口，

1999），隠岐ではカシ類の落葉下より採集された．

Psammodiini ケシマグソコガネ族

1. Leiopsammodius japonicus (Harold) ヤマトケシマ

グソコガネ

［文献記録］島後中村（野津，1997），島後春日の浜（河

上ほか，2009）

野津（1997）では海浜のホンダワラSargassum 

fulvellum の下，河上ほか（2009）では海浜の流木下

から採集されている．

Rhyparini カクマグソコガネ族

1.* Rhyparus azumai azumai Nakane セスジカクマ

グソコガネ（図 2O）

［採集記録］ [ 島後 ] 4exs., 西郷町岬 , 17.vi.2004 (LT); 

2exs., 西郷町立木 , 24.vi.1998 (LT); 1ex., 西郷町大

満寺山 (240m alt.), 9.vii.2004 (LT); 9exs., 西郷町大

満寺山 , 19.viii.2003 (LT); 2exs., 五箇村重栖川河口 , 

21.vii.2003 (LT); 2exs., 五箇村山田 , 3.viii.2004 (LT).

黒潮に乗って分布を広げたとされる種で（塚本，

1994），本州（関東以西），四国，九州，伊豆諸島，琉

球列島などに分布する（藤岡，2001）．日本海側からは，

石川県輪島市から北限かつ東限の記録がある（吉道・富

沢，2007）．灯火によく集まるが（今坂ほか，1999），

幼虫期や蛹期に関しては全く分かっていない．本種は改

訂しまねRDBにおいて情報不足として扱われている（鈴

木，2004b）．

Aegialiinae ニセマグソコガネ亜科

Aegialiini ニセマグソコガネ族

1.* Caelius denticollis Lewis トゲニセマグソコガネ

（図 2P）

［採集記録］ [ 島後 ] 1ex., 布施村大満寺山 (450m alt.), 

18.ix.2003 (TL).

北海道（塚本，2003b），本州，四国，九州に分布する（藤

岡，2001）．

春の初め頃に群飛するとされるが（石田 , 1972），

珍しい種である．大満寺山の尾根沿いのミズナラ

Quercus crispula －ヤブツバキCamellia japonica 植

生で，林床にハイイヌガヤCephalotaxus harringtonia 

var. nana がはびこった場所の落葉下から得られた． 




